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ナ

ク

ソ

ス

島
の

村
落
共

同

体

-
フ

ィ

ロ

テ

ィ

村
の

放
牧
共

有
地
を

素
材
に

ー

現

代
ギ

リ

シ

ャ

の

全

土

は

デ
ィ

モ

ス

(

遜
七

色
=

市
お

よ

び

キ

ノ

テ
ィ

ス

(

宝
へ

亡

計
湧
)

=

村
と
い

う
二

種
類
の

地

方

自
治

体
に

区

分
さ

れ

て

い

る
｡

一

九

七
一

年
セ

ン

サ

ス

に

よ

れ

ば
､

全

ギ

リ

シ

ャ

の

デ
ィ

モ

ス

数
は

二

五

六
､

キ

ノ

テ

ィ

ス

数
は

五
､

八

〇
五

で

(

1
)

ぁ

る
｡

こ

れ

ら
の

上
に

エ

バ

ル

ヒ

ア

(

計

鳶
吐

息
=

郡
､

さ

ら

に

そ

の

上
に

ノ

モ

ス

(

岩

怠
り

)

=

県
と

い

う

行

政

区

分
が

あ

る
｡

首

都
圏
と

聖
ア

ト

ス

山

を

除
く
全

土

は

五

二

県
に

分

け
ら

れ
､

各

県

は

数
郡

を

含
ん

で

い

る
｡

郡
は

若
干
の

サ

ー

ビ

ス

機
能
を

備

え

る

以

外
に

行

政

区

と

し

て

の

実

質
を

伴
わ

な
い

の

に

た

い

し
､

県
は

広
範
な

機
絶
と

権
限
を

も
つ

最
重

要
な

行

政
区
で

あ
る

が
､

国
の

松

木

栄

三

′

マ

ル

ヒ

ス

任

命
に

な

る

県

知
事
(

岩

息
責

芭
が

行

政
を

担
当
し

て

い

て

実

質
上

は

中

央
政

府
の

地

方

機
関
に

す
ぎ

な
い

｡

結
局

､

住
民

選

挙

に

よ

る

地

方

議

会
や

独

自
の

首
長
を

も
つ

自
治

体

と
し

て

は
､

デ

ィ

モ

ス

と

キ

ノ

テ

ィ

ス

が

あ
る

だ

け
で

あ

る
｡

わ

れ

わ

れ

が

二

カ

月

半
の

現

地

調

査
の

対

象
と

し
て

選

ん

だ

フ

ィ

ロ

テ

ィ

村
ほ

､

そ

ぅ
し

た

現

代
ギ

リ

シ

ャ

の

キ

ノ

テ

ィ

ス

の
一

つ

で

あ

る
｡

フ

ィ

ロ

テ

ィ

村
は

､

エ

ー

ゲ

海
南
部
に

位
置
す
る

キ

ク

ラ

デ
ス

諸

島
中

最
大
の

島
ナ

ク

ソ

ス

に

あ

る
｡

キ

ク

ラ

デ

ス

諸

島
は

大

小

ニ
ー

一

の

島
々

で
一

つ

の

県
を

な

し
､

シ

ロ

ス

島
の

エ

ル

ム

ポ

リ

ス

(

人

口
一

三
､

五

〇

〇
)

を

県

都
と

し
､

八
つ

の

郡
に

区

分
さ

れ
､

六

デ
ィ

モ

ス

と
一

一

四

キ

ノ

テ

ィ

ス

を

か

か

え
て

い

る
｡

ナ

ク

ソ

ス

は

全

島
が

一

つ

の

郡
を

な

し
､

一

デ
ィ

モ

ス

と
二

一

キ

ノ

一 こ
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( 2 3 ) ナ ク ソ ス 島の 村 落共 同体

テ

ィ

ス

か

ら

構

成
さ

れ

て

い

る
｡

ビ

レ

ウ

ス

か

ら
八

時
間
の

船

旅

で
､

島
の

唯
一

の

港
町
で

あ

り

首
邑

で

も

あ

る

ナ

ク

ソ

ス

市

(

人

口

三
､

〇
五

五
)

に

着
く

｡

フ

ィ

ロ

テ

ィ

ほ

こ

の

町
か

ら
一

九
キ

ロ

､

バ

ス

で

四

〇

分
あ

ま

り
､

島
の

最
高
峯
ザ

一

山
山

麓
の

標

高

四

〇
〇
メ

ー

ト

ル

ほ

ど
に

あ

る

山

間
の

村
で

あ
る

｡

一

九

七
一

年

の

セ

ン

サ

ス

で

人

口
一

､

四

七

五
､

調
査

時
の

一

九

七
七

年
に

は

一

､

一

〇

〇

前
後
に

減
少
し

て

い

た

が
､

そ

れ

で

も
ナ

ク

ソ

ス

最

大
の

人

口

を

も
つ

キ

ノ

テ

ィ

ス

で

あ

る
｡

キ

ノ

テ

ィ

ス

と
は

文

字

通
り

に

は

C

｡

m
m

弓
e

の

意
味
で

あ

る
｡

現

代
の

キ

ノ

テ

ィ

ス

が

な
お

一

つ

の

自
治

体

と

し
て

公

認
さ

れ

て

い

る

根

拠
は

､

そ

れ

が

伝
統
的

な

村
落
共

同
体

を

基

礎
に

お

い

て

い

る

か

ら
で

あ

ろ

う
｡

歴
史

家
の

指
摘
に

ょ

れ

ば
､

ギ

リ

シ

ャ

の

村

落
共

同

体

が

自
治
体
と

し

て

最
も

高
度
に

成

熟
し

た

の

は

独

立

革
命
に

先

だ

つ

ト

ル

コ

支

配
の

時

代
だ
っ

た
｡

ト

ル

コ

人
の

異
民

族

支

配
の

形
態
と

も

関
連
し

て
､

ギ

リ

シ

ャ

人

村

落
は

財
政

､

教

育
､

宗
教

､

司

法
に

わ

た

る

広
範
な

自
治
機
能

を

備

え

る

団

体
と

(

2
)

し
て

発
展
し

た
｡

エ

ー

ゲ

海
の

島
々

や

山

間

僻
地
に

は

ト

ル

コ

人

の

数
も

少

な

く
､

彼
ら
は

貢

納
を

取
る

以

外
に

日

常
的

統

治

を

充

分
果

た

し
て

い

な
か
っ

た

か

ら
､

共

同

体
の

機
能
は

一

層
つ

よ

め

(

3
)

ら
れ

た

と
い

わ

れ

て

い

る
｡

ゝ

■一

-

〆

ご
ノ

㌢

ゾ

ナ

ク

ソ

ス

島
に

も
一

七

世

紀
以

来
三

つ

の

自
治

的
共
同

体
(

宍
7

へ

て

告

が

ト

ル

コ

権
力
に

公

認
さ

れ

て

お

り
､

そ

の

う

ち
の

一

つ

は

(

4
)

島
の

二

〇
ほ

ど

の

村
々

が

連
合
し
て

形

成
し

て

い

た

の

で

あ

る
｡

多
分

､

フ

ィ

ロ

テ

ィ

村
も

そ

の

連
合
に

加
わ

っ

て

い

た

で

あ

ろ

う
｡

い

ず
れ

に

せ

よ
､

村
落
共

同

体
と

し
て

の

フ

ィ

ロ

テ

ィ

村
は

ト

ル

コ

支

配

時
代
に

は

す
で

に

何

ら
か

の

形
で

存

在
し

､

現

在
の

キ

ノ

テ

ィ

ス

を

構
成

す
る

素
材
の

い

く
つ

か

を

準
備
し

て

い

た

に

ち

が

い

な
い

｡

現

代
ギ

リ

シ

ャ

の

キ

ノ

テ

ィ

ス

ほ
､

歴
史
的
に

形
成
さ

れ

て

い

た

そ

の

よ

う

な

村
落
共

同

体
を

近

代

国

家
が

最
小
の

行
政

単
位
と
し

て

編

成

し

た

も
の

に

ほ

か

な

ら

な
い

｡

そ

れ

ゆ

え

現

在
の

キ

ノ

テ

ィ

ス

に

も
､

伝

統
的
な

村

落
共

同

体

に

歴

史
的

起
源

を
も

つ

い

く
つ

か

の

側
面
な

り

安
東
な

り

を

見
る

こ

と

が

で

き
る

｡

フ

ィ

ロ

テ

ィ

に

つ

い

て

い

え

ば

次
の

よ

う
な

諸

点
が

指
摘
で

き

る

だ

ろ

う
｡

第
一

に
､

キ

ノ

テ

ィ

ス

は

独

自
の

予

算
と

公

吏
を

も

ち
､

住
民

シ

ソ

プ
ー

リ

オ

ソ

プ
p

ユ

ズ
ロ

ス

投

票
で

選

出
さ

れ

る

独

自
の

村

議
会
(

q

C

篭
｡

已
へ

｡
ヒ

)

と

村

長

(

5
)

(
】

息
登
邑
に

ょ
っ

て

運
営
さ

れ

る

農
村
自
治
体
で

あ

る
｡

第

二

に
､

キ

ノ

テ

ィ

ス

は

ま

た

村
の

守
護
聖

者
を

ま
つ

る

教
区

教
会

パ

パ

ス

と
一

人
の

司

祭
(

司

§
烏

.

)

を

中
心

と

す
る

ギ

リ

シ

ャ

正

教
の

教

区
で

あ

り
､

村
人
の

宗
教
生

活
上
の

共

同

団
体

で

あ

る
｡

第
三

に
､

湖
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ギ

リ

シ

ャ

村
落
が

伝

統
的
に

村
民
の

教

育
を

共

同
体

事
業
と

し
て

重

視
し

て

き

た

歴
史

的

背
景
の

ゆ
え

に
､

キ

ノ

テ

ィ

ス

は

必

ず
一

っ

の

小

学
校

を

持
ち

､

村
人
の

子

弟
の

教
育
を

行

な

う

初

等
教

育

(

6
)

の

地

域
的
単
位
に

も
な
っ

て

い

る
｡

第
四

に
､

村
は

集
村
を

な

し

村
人
の

畑
や

放

牧
地
の

大
部
分

は

村
の

行

政

領
域
内
に

存
在
し
て

い

る

の

で

あ

る

か

ら
､

キ

ノ

テ

ィ

ス

は

ま

た

当

然
､

生

活

と
生

産

(

7
)

の

場
を

共
通
に

す
る

人
々

の

地

縁
的
集
団
で

も

あ

る
｡

第
五

に
､

フ

ィ

ロ

テ

ィ

の

よ

う
に

大
き

な

村
は

一

つ

の

多
少
と

皇
九

結
し

た

婚
姻
圏

を

な
し

他

村
と

の

通

婚
が

限

ら
れ

て

い

る

か

ら
､

キ

ノ

テ

ィ

ス

は

ま

た

か

な

り

血

縁
関

係
の

濃
い

人
々

の

集
団
に

も

な
っ

て

(

$
)

い

る
｡

だ

が

フ

ィ

ロ

テ

ィ

村
の

生

活
と

生

産
活

動
の

あ

り

方
か

ら

見
て

非
常
に

重

要
な

第
六

の

側
面
は

､

こ

の

キ

ノ

テ

ィ

ス

が

広
い

行
政

領
域
内
に

沢

山
の

山

岳
放

牧
地

を

所

有
し

管
理

す
る

共

有
地

所
有

主

体
だ

と
い

う
点
で

あ
る

｡

フ

ィ

ロ

テ

ィ

は

住
民
の

職

業
構
成
か

ら
い

っ

て

も

農
産
物
や

収

入

源
の

比

重
か

ら
い

っ

て

も

牧
畜
的

な

村
で

あ

る

が
､

住

民

世

帯
の

相

当

部

分

を

占
め

る

農
牧
夫

た

ち
の

生

活
は

､

ま

さ

に

そ

う

し

た
キ

ノ

テ

ィ

ス

共

有
地
で

の

山

羊
や

羊

の

放

牧
に

よ
っ

て

成

り

立
っ

て

い

る

か

ら
で

あ
る

｡

以

下
フ

ィ

ロ

テ

ィ

滞
在
中
に

待
た

い

く
つ

か

の

調

査

資
料
を

も

と

に
､

こ

の

村

の

放

牧
共

有
地
の

あ

り

方
や

農
牧
夫
の

生

活

形

態
に

焦
点

を

あ

わ

祝

せ
､

現

代
ギ

リ

シ

ャ

に

お

け

る

村
落
共

同

体
の

一

面
を

さ

ぐ
っ

て

(

9
)

み

る

こ

と
に

し

た

い
｡

一

般
に

キ

ノ

テ

ィ

ス

共

有
地

の

歴

史
的
起
源
は

､

山
ト

ル

コ

支

配

時
代
か

ら

す
で

に

共
同

体

が

所

有

し
て

い

た

土

地
､

仏

独

立

後
､

没

収
さ

れ

た

ト

ル

コ

入

所
有
地

を

革
命
指
導

者
､

国
､

共

同

体
な

ど
の

間
で

分

割
し

た

も
の

､

㈲

私

人
の

寄
贈
や

遺
贈
に

よ

り

共

有

(

1 0
)

地
に

編
入

さ

れ

た

土

地
､

の

三

つ

か

ら

成

る

と
い

わ
れ

て

い

る
｡

フ

ィ

ロ

テ

ィ

や

ナ

ク

ソ

ス

の

他
の

村
々

の

共

有
地

が

ど

ん

な

歴

史

的
起
源
を

も

つ

の

か
､

そ

の

点

を

解

明

す
る

資
料
を

得
る

こ

と
は

で

き

な

か
っ

た
｡

だ

が

ナ

ク

ソ

ス

島
の

村
々

の

共

有
地
は

ほ

と

ん

ど

潅
木
し
か

生

え

な
い

岩
だ

ら

け
の

山

岳
地

帯
に

あ

り
､

山

羊
や

羊
の

放

牧
以

外
に

利
用

不

可

能
な

土

地
で

あ
っ

て
､

独

立

以

前
に

こ

れ

ら
を

ト

ル

コ

人

が

所
有
し
て

い

た

可

能
性
は

う

す
い

｡

ギ

リ

シ

ャ

で

ト

ル

コ

人
が

占

有
し

て

い

た

の

は
､

一

般
に

都
市
や

肥

沃

な

平

地

地

帯
の

土

地

だ
っ

た

と

さ

れ

て

い

る

か

ら
で

あ

る
｡

ナ

ク

ソ

ス

島
の

キ

ノ

テ

ィ

ス

は
､

多
分
こ

れ

ら

の

土

地

を

革
命
前
か

ら

(

1 1
)

の

伝

統
的
な

村
落
共

有

地

と

し
て

び

き
つ

い

で

き

た

の

で

あ
ろ

う
｡

､

■
庶

｢
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い

｢汁

と

こ

ろ

で

そ

の

キ

ノ

テ

ィ

ス

共

有
地

は
､

現

在
ナ

ク

ソ

ス

全

島

の

村
々

に

ど

の

く

ら
い

の

規
模
で

ど
ん

な

ふ

う
に

所

有

さ

れ

て

い

る

の

だ

ろ

う
か

｡

表
1

は

ナ

ク

ソ

ス

の

全

自

治
体

､

つ

ま

り

二
一

キ

ノ

テ

ィ

ス

と
一

デ
ィ

モ

ス

の

そ

れ

ぞ

れ

の

行
政

領
域

総
面

積
､

共

有
地

給
面

積
お

よ

び

私

有
地

総
面

積
を

示
し

た

も

の

で
､

エ

ル

ム

ポ

リ

ス

に

あ

る

キ

ク

ラ

デ
ス

県
の

県

庁

か

ら

得
た

資
料
で

あ

る
｡

図
l

は

そ

の

二

二

の

自
治

体
の

行

政

領
域
区

分

と
そ

れ

ぞ

れ

の

中

心

を

な

す

集

落
の

位
置
を

図

示
し

た

も

の

で

あ

る
｡

こ

の

資
料
で

注
目

す
べ

き
こ

と

は
､

第
一

に
､

す
べ

て

の

キ

ノ

テ

ィ

( 2 5 ) ナ タ ソ ス 島の 村落共 同 体
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ス

が

必

ず
共

有
地

を

所
有

し
て

い

る

わ

け
で

は

な
い

と
い

う

点
で

あ

る
｡

二

二

の

自
治
体
中

半

数
以

下

の

一

〇
キ

ノ

テ

ィ

ス

だ

け

に

共

有

地

が

み

ら

れ

る
｡

し
か

も

共

有
地

を

も

つ

キ

ノ

テ

ィ

ス

ほ

す
べ

て

島

の

南
西

側
半
分
に

集
中

し
､

北

東

側
半

分
の

キ

ノ

テ

ィ

ス

は

全

く

共

有

地

を

も
た

な
い

｡

共

有
地

の

有

無
が

は
っ

き

り
地

域
的
に

二

分

さ

れ

て

い

る

の

で

あ

る
｡

こ

の

点

は
､

島
の

南
西
側
に

は

集
落
を

形
成

す

る

自
然

的
条

件
に

欠

け
､

ナ

ク

ソ

亡

J

ス

島
の

ほ

と

ん

ど
の

集
落
が

島
の

乃
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表 1 ナ ク ソ ス 島 の キ ノ テ ィ ス と共 有 地 面 積 ( 単位 ス ト レ ン マ)

自 治 体 名 l 自 治 体 絵 西 嶺 自治体共有地面積 私 有 地 面 積 そ の 他 の 面 額

2 1
,
4( 沿(2 3 .

0)

1
,
2 0 0 (1 乙 0)

1 3
,
7 0 0(2 0 , 1)

2 0
,
7 (氾〔6 4 . 6)

6
,
咲X )(6 9 . 0)

2
,
4 (氾(4 0 . 0)

3
,
7 00 (1 6 . 8 )

3
,
∝氾(3 7 . 5 )

1
,
∝和(1 4 . 3 )

8
,
3 0 0 (1 9 . 8 )

2
,
よ氾(3 8 . 3 )

6
,

卿 (2 7 . 6 )

6
,
∝氾(5 0 . 0 )

2
,
舛X)(7 乙 5 )

2
,
災×)(4 $ . 3 )

3
,
5 ∝)( お

.
0 )

1 5
,
3 0 0 (5 ヰ. 7 )

5
,
8( 氾(4 8 . 3 )

3
,
5( 泊(8 7 .5)

3
,
1( 氾( 7 7 . 5 )

7
,
4 00 ( ね . 0)

5
,
8 00 ( 4 乱 3)

1 5
,
6 00 (1 6 . 8)

2
,
醐 )(2 9 . 0 )

お
,
4 ( 沿(5 2 . 1 )

3
,
7 00 (1 1 . 6 )

2
,
3 (泊(2 3.

0 )

咲) 0(1 5.
0 )

8
,
1 (氾(3 6.

8 )

5
,
∝氾(6 2 . 5 )

6
,
()(沿( 耶 . 7 )

3 3
,
7 α)(8 0 . 2 )

2
,
5 0 0 (4 1 . 7 )

1 8
,
1 α)(7 乙 4 )

6
,
( X 氾〔5 0 . 0 )

1
,
1 0 0〔2 7 . 5 )

3
,
1 0 0 (5 1 . 7 )

6
,
2 0 0 (6 2 . 0 )

1 2
,
2(氾 (4 3 .

6)

6
,
2(氾〔5 1 .

7)

5 ( 氾(1 2 . 5 )

㈱ ( 2 2 . 5 )

2
,
6( 沿(2 6 . 9)

6
,
2 0 0(5 1 . 7)

6 2 ･ 2

5 9 ･ ｡

椚

椚

8 ･ ｡

削

馴

〓

㌫

〓
一

｢

3 ･ ｡

”

二

二

一

岬

岬

岬

叩

抑

岬

岬

〓

一

竺

二

忘
紬

〓

〓

一

5

1

㈱

㈱

㈱

㈱

㈱

㈱

㈱

㈱

㈱

㈱

㈱

㈱

㈱

㈹

㈱

㈱

㈱

㈱

㈱

㈱

㈱

00

労

1 0

岱

3 2

1 0

6

2 2

8

7

4 2

6

2 5

1 2

4

6

1 0

2 8

1 2

4

4

1 0

1 2 .

フ ィ ロ テ ィ 村

ダ ナ コ ス 村

ア ピ ラ ン ト ス 村

サ マ ワ オ ナ ス 村
ノ ､ ル キ 村

モ ニ 村

コ
ロ ノ ス 村

ス カ ド 村

メ シ 村

コ ロ ニ ス 村

ケ ラ モ チ 村

キ ニ グ ロ ス 村

メ ラ ネ ス 村

エ ン ガ レ 村

ガ ワ ニ 村

ポ タ ミ ア 村

サ ン ダ ワ 村

ア ギ オ ス ･

ア ル セ ニ オ ス 村

グ リ ナ F 村

ガ ヲ ナ ド 村

ビ ブ ロ ス 村

ナ タ ソ ス 市

①

◎

③

④

◎

◎

⑦

㊥

㊥

㊥

㊥

㊥

㊥

⑭

㊥

⑯

@

@

㊥

㊥

㊧

㊥

1 4 4
,
7(氾(3 4 . 2 )1 7 9

,
2 (氾(4 1 . 6 )4 3 1

,
(X 沿 1 0 4

,
1 ( 巾r‾2 4

.
2 )合 計

* ( ) 内 ほ 自治体絵画 掛 こ対 す る百 分率 ･ 自添体名 に 付 し た① -

㊨ ほ囲 1 の 行政区分の ナ ン バーに 対応 す る

北

東
側
に

集
中
分

布
し

て

い

る

こ

と
に

一

つ

の

原

因
が

あ

る

湖

だ

ろ

う
｡

そ

の

た

め

に

北

東
側
の

個
々

の

キ

ノ

テ

ィ

ス

領
域

は

直
径
三

1
五

キ
ロ

の

ご

く

小
さ

い

も

の

に

な

り
､

南
西

寄

り

の

村
々

は

反

対
に

大
き

な

村
落

領
域
を

占

有
し

え

た

か

ら

で

あ

る

(

図
1

参
照
)

｡

ま

た

ナ

ク

ソ

ス

の

キ

ノ

テ

ィ

ス

共

有
地

は

ほ

と
ん

ど
が

山

岳
放

牧
地
で

あ
る

が
､

多
少
と

も

草

や

潅
木
が

育
ち

放
牧
に

た

え

る

山

地
ほ

南
西

側
だ

け

に

分

布

し
て

い

る

点
も

関

連
が

あ

る

だ

ろ

う
｡

第
二

に
､

共

有
地

を

も
た

な
い

村
も

含
め

て
一

般
に

､

そ

れ

ぞ

れ

の

行

政

領
域
中
に

占
め

る

私

有
地
の

割
合
が

か

な
り

低
い

点

が

目

を

ひ

く
｡

私

有
地

の

割
合

が

最
も

高
い

メ

シ

村

で

八
五

%
､

最
も

少
な
い

グ

リ

ナ

ド

村
で

は
一

三

%
に

も

満

た

ず
､

ナ

ク

ソ

ス

全
体
で

も

全

島
の

四

〇

%
ほ

ど

を

占
め

る

に

す
ぎ

な
い

｡

そ

れ

ゆ

え

自

治

体

共

有
地

を

も

た

な
い

村
々

に

も
､

国
有
地

な

ど

別
の

公

有
地

が

か

な

り
の

割
合
で

存
在

す
る

も
の

と

推
定
さ

れ

る
｡

事
実

､

す
べ

て

の

私

有
地
と

す

べ

て

の

キ

ノ

テ

ィ

ス

共

有
地

を

合

計

し
て

も
､

ナ

ク

ソ

ス

島

総
面

積
の

六

四

%

に

し

か

な

ら

な
い

｡

ま

た

共

有
地

を

も
つ

キ

ノ

テ

ィ

ス

の

う

ち
フ

ィ

ロ

テ

ィ
､

ダ

ナ
コ

ス

､

ダ
マ

リ

オ

ナ

ス
､

モ

ニ

､

コ

ロ

ノ

ス

の

五

村
で

ほ

共

有
地

が

私

有

地

を

･
↑

ノ
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上

ま

わ
っ

て

い

る
｡

こ

う

し
た

こ

と
の

生

ず
る

原

因
は

､

ナ

ク

ソ

ス

で

は

全

島
の

六
一

%
が

放
牧
地

､

二

四

%
が

耕
地

と

圧

倒
的
に

放
牧
地
の

占
め
る

割

合
が

高
い

の

で

あ

る

が
､

そ

の

放

牧
地

は
一

般
に

ギ

リ

シ

ャ

で

は

公

有
地

か

ら

成

る

部
分
が

大
き

く
､

し

た

が

っ

て

そ

れ

だ

け

私

有
放
牧
地
が

少
な

く

な

る

と
い

う
こ

と
に

あ

る
｡

全
ギ

リ

シ

ャ

的
統
計
で

い

う
と

､

ギ

リ

シ

ャ

全

土
の

放

牧
地

の

約

(

1 2
)

五

四

%
が

公

有
地

に

な
っ

て

い

る
｡

第
三

に

注
目

す
べ

き

は

や

は

り

フ

ィ

ロ

テ

ィ

村
共

有
地
の

大
き

さ

で

あ

ろ

う
｡

一

〇
キ

ノ

テ

ィ

ス

の

う

ち
で

も

こ

の

村
の

共
有

地

ほ

群
を

抜
い

て

大

き
い

｡

二

番
目
の

ア

ビ

ラ

ン

ト

ス

村
と

比

較
し

て

も

そ

の

約
三

倍
に

達
す
る

し
､

一

村
で

全
キ

ノ

テ

ィ

ス

の

共

有

(

13
)

地

合
計
の

実
に

五

四

%

(

五

六

平
方
キ

ロ

)

を

占

め
て

い

る
｡

フ

ィ

ロ

テ

ィ

村
共

有
地

を

こ

の

よ

う
に

大
き

く

し

て

い

る

要
因
は

､

第
一

に

キ

ノ

テ

ィ

ス

領
域
そ

の

も

の

が

非
常
に

広
く

(

九
三

平
方

キ

ロ

)
､

全

島
の

五

分
の

一

以

上
も

占
め

て

い

る

こ

と

に

あ

る
｡

し

か

も

同

時
に

キ

ノ

テ

ィ

ス

領
域

中
に

占
め

る

共

有
地
の

割
合

も

一

〇

村
中

最
も

高
い

六

〇

%
を

示

し
て

お

り
､

文

字
通
り

ナ

ク

ソ

ス

最
大
の

共

有
地

規
模
を

誇
っ

て

い

る
｡

む
ろ

ん

こ

の

広
い

共

有
地
は

一

カ

所
に

か

た

ま
っ

て

い

る

わ

け

で

ほ

な

く
､

東
西

九
キ

ロ

南
北

一

八
キ
ロ

に

及

ぶ

キ

ノ

テ

ィ

ス

儲

)

-

-

〆

ご
■ノ)

い

村

内

の

あ

ち
こ

ち
に

ち
ら

ば
っ

て

い

る
｡

そ

こ

に

ほ

フ

ィ

ロ

テ

ィ

の

村
人

た

ち
の

山

羊
や

羊
が

一

万

数
千

頭
､

一

年
中
放
牧
さ

れ

て

い

る
｡

そ

の

山

羊
と

羊
の

数
は

､

ま

た

し

て

も

全

ナ

ク

ソ

ス

の

三

二

(

u
)

%
を

占
め

る
｡

山
あ
い

の

あ

ち
こ

ち
に

一

本
の

ス

テ

ッ

キ

を

肩
に

し

た

男
た

ち
が

た
っ

た
一

人
で

自
分
の

群
の

世

話
を

し

て

い

る
｡

彼
ら

は

夏
に

は

乳
を

搾
っ

て

《

ケ

フ

ァ

ロ

チ

リ
》

と
い

う

堅
い

大

き

な

チ

ー

ズ

を

つ

く
っ

て

売
り

､

冬
に

は

生

れ

て

く
る

小

羊
や

小

山

羊
を

屠
っ

て

肉
を

茂
る

｡

チ

ー

ズ

は

年
間

一

一

〇
ト

ン

､

肉
は

四

〇
ト

ン

ほ

ど

が

フ

ィ

ロ

テ

ィ

で

生

産
さ

れ

る
｡

フ

ィ

ロ

テ

ィ

村

の

村
長
は

､

村
人
の

収

入

源
の

第
一

位
と

し

て

こ

の

チ

ー

ズ

と

肉

(

1 5
)

の

生

産
を

あ

げ
て

い

た
｡

そ

し
て

村

人
の

こ

の

重

要
な

生

活

漁
の

大
部
分

を

生

産
す
る

拠
点

が
､

は

か

な

ら
ぬ

フ

ィ

ロ

テ

ィ

村
の

放

牧
共

有
地

な
の

で

あ
る

｡

村
の

中

央
広
場
か

ら
や

や

外
れ

た

所
に

た
っ

た
一

部
屋
だ

け
の

村
役
場
が

あ

る
｡

そ

こ

に

は
､

こ

れ

ま

た

村
で

唯
一

人
の

常
勤
の

+

ク

ラ

マ

チ

フ

ス

村

役
人
で

書

記
(

三

遷
七

§

告
)

と

呼
ば

れ

る

事
務

員
が

い

る
｡

こ

こ

は

村

役
場
で

も

あ

り
､

と

き

に

村
長
と

六

人
の

村
議
貝
が

集

7

っ

て

村

議
会

を

開
く

場
所
で

も

あ

る
｡

村
長

と

議
会
(

い

す
れ

も

乃
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無

給
)

は

村
人
の

出
生

､

洗
礼

､

結

婚
､

死

亡
な

ど

を

記

録
し

､

村
予

算
を

作
成

し
､

村
の

道

路
や

水
を

維
持
管

理

し
､

村
人
の

租

税
台

帳
を

作
成

す
る

な

ど
の

仕
事
の

ほ

か
､

広
い

キ

ノ

テ

ィ

ス

共

有
地
の

管
理
に

も

責
任
を

負
っ

て

い

る
｡

そ

れ

ゆ
え

村
役
場
の

戸

棚
に

は

村

議
会
の

記
録

簿
や

出
生

台

帳
､

洗

礼
台
帳

､

婚

姻

台

帳
､

死

亡

台

帳
､

男
子

台

帳
､

戸

籍
台

帳
な

ど

と

な

ら

ん

で
､

ク

テ

ィ

マ

ト
ロ

ギ

オ

ン

(

∃
鳶

へ

9

べ
○
ゝ

キ
へ

Q
亡

)

と

呼
ば

れ

る

共

有
地

台

帳

(

1 6
)

が

保
管
さ

れ

て

い

る
｡

こ

の

共

有
地

台
帳
は

キ

ノ

テ

ィ

ス

と

デ
ィ

モ

ス

の

行

政

に

関

す
る

基
本

法
た

る

｢

市

村
法

典
+

(

含
七
Q
叫

岩

舟

邑

宝
へ

冨

三
卦

邑
野
付
)

に

基
づ

き
､

共

有
地

を

も
つ

す
べ

て

の

市
や

村
が

作

成

す
る

義
務
を

負
っ

て

い

る

も
の

で
､

そ

の

写

し

は
エ

ル

ム

ポ

リ

ス

の

県
庁
に

も
一

■
冊

保
管
さ

れ

て

い

る
｡

フ

ィ

ロ

テ

ィ

の

台
帳
は

一

九
三

九

年
に

作
成
さ

れ

た

の

だ

が
､

そ

の

時
点
で

は

全
共

有
地
が

六

〇

筆
の

土
地

に

区
分

さ

れ
､

ナ

ン

バ

ー

を

付
し

た

六

〇

菓
の

用

紙
に

記

録
さ

れ

て

い

た
｡

し
か

し

作
成

後
､

N ｡

7
､

8
､

5 7

の

三

カ

所
の

土

地

ほ

訴

訟
に

よ

っ

て

共

有
地

か

ら

は

ず
さ

れ
､

現

在
の

台

帳
は

五

七

棄
五

七

筆
の

土

地

だ

け

を

登

録
し
て

い

る
｡

各

実
の

用

紙
の

表
に

は

所
与
の

土

地

の

∽
種
目

､

00
面

積
､

位
置
お

よ

び

境
界
の

叙
述

､

㈹
評
価
額

､

肖
他
の

団

体
や

個
人
の

土

地

と
の

混

交

関
係

､

的
利
用

目

的
､

な
ど

が

印

刷
さ

れ

た

い

く
つ

か

の

欄
の

欄

枠
内
に

肉

筆
で

記

入
さ

れ

て

い

る
｡

用

紙
の

裏
面
に

は

当

該
共

有

地

の

形

を

示

す

鉛
筆
が

き
の

絵

図

(

地

図

と
は

い

い

が

た

い
)

が

周

辺
の

地

名
や

隣
接
す
る

私

有
地

名

な

ど
と

一

緒
に

措
か

れ
､

余

白
に

は

そ

の

土

地
の

呼
称
や

面

積
も

記
入

さ

れ

て

い

て
､

中

世
の

絵

地

図
を

彷
彿
と

さ

せ

る

(

図
2

参
照
)

｡

土

地
の

種
目
は

一

､

二

例
｢

岩

場
+

と

あ
る

の

を

除

け
ば

他
は

す
ぺ

て

｢

山

岳

放

牧
地
+

と

な
っ

て

い

る
｡

五

七

筆
の

土

地

は

す

ぺ

て

分

散
し

て

い

る

わ

け
で

は

な

く
､

二

つ

づ

き

の

大

き

な

土

地

が

数
実
に

分

筆

さ

れ

て

い

る

場

合
も

あ

る
｡

だ

が
一

筆
一

筆
の

土

地

面

積
は

平

均

し
て

お

ら

ず
､

最

低
一

〇
ス

ト

レ

ン

マ

か

ら

最
高

二

〇
､

0

0

0
ス

ト

レ

ン

マ

ま

で

さ

ま

ざ

ま
で

あ

る
｡

ま

た

面

積

_

は

測

量
さ

れ

た

も

の

で

は

な

く

村
人
の

概
算
に

す
ぎ

ず
､

し
か

も

全

体

と
し

て

過

大
に

評
価

さ

れ

て

い

る

か

ら
､

五

七

筆
の

土

地

を

合

計

す
る

と
一

〇
､

三

八

四

五

ス

ト

レ

ン

マ

に

な

り
フ

ィ

ロ

テ

ィ

の

キ

ノ

テ

ィ

ス

領
域
全

体
よ

り

大
き

く

な
っ

て

し

ま

う
｡

ま
た

土

地

の

評
価
額
は

一

九
三

九

年
の

も

の

が

そ

の

ま

ま

に

な
っ

て

い

る

か

ら

現

在
で

は

意
味
を

も

た

な
い

が
､

一

ス

ト

レ

ン

マ

当

り

の

価

格
に

な
お

し

て

み

る

と

集
落
と

の

遠

近
や

放

牧
地

と

し
て

の

質
に

ょ

り

大
き

な

び

ら

き
が

あ

る
｡

標
高
一
〇

〇

四

メ

ー

ト

ル

の

ザ

一

丁

■‥

｢
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山
一

帯
を

お

お

う

共

有

地
は

一

ス

ト

レ

ン

マ

二

〇
ド

ラ

ク

マ

と

安

く
､

集
落
の

ご

く

近
く

に

あ

る

放

牧

地
は

一

ス

ト

レ

ン

マ

最
高
六

〇

〇

〇
ド

ラ

ク

マ

に

評
価

さ

れ

て

い

る
｡

共

有
地

台
帳
の

記
載
項

目

中

最
も

長
文
で

か

つ

中

心
を

な

す
の

は
､

裏
面
の

絵

図

と

対

応
し

て

い

る

当

該

共

有
地
の

境
界
の

叙

述

で
､

東
西

南
北
の

そ

れ

ぞ

れ

で

隣

接
し
て

い

る

土

地
の

地

名
や

私

有
地

名

な

ど
を

あ

げ

る

形
で

四

至
が

叙
述
さ

れ

て

い

る
｡

次
に

多

い

記

載
項
目

は

共

有
地
の

中
に

一

部
私

有
地

が

囲
い

込
ま

れ

て

い

る

場
合
に

､

そ

の

私

有

地
の

位
置
や

共

有
地

と
の

混

交

状
態
を

記

し

た

も

の

で

あ
る

｡

集
落
の

す

ぐ

西

側
に

あ
り

､

村
人

た

ち
が

毎

日

な

が

め

な

が

ら

暮

し
て

い

る

｢

聖
ヤ

ン

ニ

ス

の

尾

叔
+

と

呼
ば

れ

て

い

る

N O

5 8

の

共

有

地
を

例
に

と
っ

て

み

よ

う
｡

こ

の

土

地
の

種
目

は

山

岳
放

牧
地
と

さ

れ

て

は

い

る

が
､

現

在
は

樹
木
の

自
然

回

復
の

た
め

に

放

牧
が

禁
じ

ら

れ

て

い

る
｡

面

壁
ハ

0

0
ス

ト

レ

ン

マ

で

六

〇

万

ド

ラ

ク

マ

に

評

価
さ

れ
､

最
も

古

く

は

こ

こ

に

村

の

墓
地

が

あ
っ

た

と
い

う

記

述
も

台
帳
中
に

記

さ

れ

て

い

る
｡

こ

の

土

地
の

境
界
に

つ

い

て

の

記

述
お

よ

び

共

有
地

に

混
在

す

る

私

有
地

等
に

つ

い

て

の

記

述
は

次
の

よ

う
に

な
っ

て

い

る
｡

｢

聖

ヤ

ン

ニ

ス

の

山
の

背
に

六

〇

〇
ス

ト

レ

ン

マ

｡

西
は

ダ

マ

リ

オ

ナ

ス

村
と
の

填
ま

で
､

南
は

ス

カ

ラ
･

ア

ル

ゴ

オ

ン

お

よ

び

′

∴

ヵ

バ

ラ

リ

ー

ジ

の

所

ま
で

､

北
は

伊
･

グ

ラ

チ

ア

〔

フ

ィ

ロ

テ

ィ

榔

住

民
の

姓
〕

の

息

子
た

ち
の

私

有
地

お

よ

び

デ
メ

ネ

ア

〔

フ

ィ

ロ

テ

ィ

住
民
の

姓
〕

の

畑
の

オ

リ

ー

ブ

の

根

も

と
の

と

こ

ろ

ま

で
､

ま

た

東
は

も

ろ

も

ろ

の

私

有
地
の

外

側
の

道
ま

で

(

ス

カ

ラ
･

ア

ル

ゴ

オ

ン

か

ら

北
に

向
っ

て

ア

ロ

ニ

ス
､

プ

サ

ラ

ス

､

ブ

ル

チ

ス

〔

い

ず
れ

も
フ

ィ

ロ

テ

ィ

住
民
の

姓
〕

の

所

有

地
や

､

､

､

タ

ー

ト
､

及

び

そ

の

他

も

ろ

も

ろ
の

私

有
地

が

あ

る
)

+

｢

こ

の

共

有
地
の

な

か

に

古
い

囲
い

地
の

跡
の

よ

う
な

私

有
地
が

以
下

の

如
く

認

め

ら

れ

カ

フ

カ

ロ

て

い

る
｡

①
ア

ロ

ニ

ス

の

貝

型
所

有
地

(

…
㌻

鳶
&

②
β
･

リ

ア

ノ

ブ

ロ

ス

〔

フ

ィ

ロ

テ

ィ

住

民
の

姓
〕

の

後
家
の

貝

型

所
有
地

ク

ー

ル

ー

そ

の

他
｡

リ

ア

ウ

リ

ス

〔

フ

ィ

ロ

テ

ィ

住
民
の

姓
〕

の

円

形
所
有

一7

地

(

喜
⊂

計
音
色

､

同

じ

く

聖
ヤ

ン

ニ

ス

教

会
の

下

に

J
･

リ

オ

フ

ァ

ロ

ス

〔

フ

ィ

ロ

テ

ィ

住
民
の

姓
〕

の

囲
い

地

が

あ

る

が
､

他

シ

ニ

チ
イ
ク

テ

ィ

シ

ア

方
､

共

同

所

有
地

(

q
C

ミ
～

訂
ぷ
q

巾

且
〔

フ

ィ

ロ

テ

ィ

村
と

私

人
と

の

共
同

所

有
の

こ

と
〕

は

全
く

認
め

ら

れ

な
い

+

(

図
2

参
瀬
)

五

七

カ

所
の

共

有
地

は

す
べ

て

こ

ん

な
ふ

う
に

周

辺
の

沢

山
の

地

名
や

私

有
地

名
に

よ
っ

て

叙
述
さ

れ

て

い

る
｡

だ

が

フ

ィ

ロ

テ

ィ

村
の

地

図
の

上
に

こ

の

五

七

の

共

有
地

を

精
確
に

置
い

て

み

る

と

い

う

作
業
は

不

可

能
だ
っ

た
｡

ま

と

も

な

地

図
が

な
い

だ

け

で

な

く
､

村

人
た

ち

は

個
々

の

共

有
地
の

所

在
を

自

分
の

目

と

足
で

､

∴

∴



ノ

r

二
∴

一

レ
一

ノ
ヘユ'

.

各

ご
㌧
加

-

か

知
っ

て

い

る

と

は

い

え
､

そ

れ

が

村
の

地

図

上
の

ど

こ

に

位
置
す

る

か

と
い

っ

た

こ

と

は

知
る

必

要
も

関
心
も

な
い

か

ら
で

あ

る
｡

フ

ィ

ロ

テ

ィ

村
の

領
域
の

地

図
を

拡

大

し
､

そ

の

地

図

上
に

個
々

の

共

有

地
の

お

お

ま
か

な

位

置
だ

け
で

も

示
し

て

も

ら

お

う
と

努

力
し

た

が
､

す
べ

て

徒
労
に

終
っ

た
｡

一

つ

の

共

有
地
の

名
を

あ

げ
て

村
の

地

図

を

示
し

そ

の

場
所

を

聞

ぐ

と
､

村
人
は

き

ま
っ

て

私
を

戸
外
に

導
き

､

山
の

か

な

た

を

指
さ

し

な
が

ら
､

あ

の

這
を

ラ
バ

で

何

時

間
行
き

ど
こ

を

ど

う

行

く
の

だ

と

教
え

て

く

れ

る

の

で

あ

る
｡

( 3 1 ) ナ ク ソ ス 島 の 村落共 同体

フ

ィ

ロ

テ

ィ

は

ギ

リ

シ

ャ

の

村
落
に

一

般
的
な

一

村
一

集
落
の

集
村
で

､

狭
い

山

あ

い

の

二

つ

の

丘
の

斜

面

を

這
い

上

る

よ

う

に
､

沢

山
の

白
い

し
っ

く
い

ぬ

り

の

家
々

が

た

ち

な

ら
ん

で

い

る
｡

わ

れ

わ

れ

が

滞
在
し

た
一

九

七
七

年
に

は
､

推
定
で

三

二

〇

-
三

〇

世

帯
の

住
民

が

こ

こ

に

暮
し

て

い

た
｡

そ

の

う

ち
の

三

分
の

一

弱
､

お

よ

そ
一

〇
〇

世

帯
の

村

人
は

山

羊
と

羊
の

放
牧
を

主
た

る

生

業

に

し

て

お

り
､

他
の

村

人
か

ら

《

ボ

ス

コ

ス

》

(

曾
q

軋
り

)

と

い

う
や

や

侮
蔑
的

な

響
き
の

あ

る

語
で

呼
ば

れ

て

い

た
｡

だ

が

彼
ら

の

多
く
ほ

家

畜
以
外
に

多
少

と

も

オ

リ

ー

ブ

畑
や

ブ

ド

ウ

畑
､

あ

る

い

は

家

畜
飼
料
用
の

大

麦
を

ま

く

小
さ

な

耕
地

な

ど

も

所
有
し

て

お

り
､

決
し

て

専
業
の

牧
夫

と
い

う
わ

け
で

は

な
い

｡

電
話

帳

で

フ

ィ

ロ

テ

ィ

村
の

ボ

ス

コ

ス

た

ち
の

名

前
を

捜
し
て

そ

の

職
業

表
示
を

調
べ

て

み

る

と
､

牧
畜
を

生

業

と

し

な

い

一

般
の

《

農

民
》

(

｢
仙

e
一

息
の
)

と

区
別

し

て
､

彼
ら
に

は

《

農
牧
夫
》

(

｢
m

e
勺

･

｢

Q

司
Q
へ

3 ､

て

)

と
い

う

複
合
名

詞
が

あ
て

ら

れ

て

い

る
｡

な

る

ほ

ど

牧
夫
で

も

農
夫
で

も

な

く
､

そ

の

両

方
だ

と

い

う
わ

け
で

あ

る
｡

と
は

い

え

彼
ら
の

本

業
は

や

は

り

牧
畜
で

あ

る
｡

牧
畜
が

彼
ら

の

主
た

る

貨
幣

収
入

漁
で

あ

り
､

農
業
の

方
は

自
給
的

性
格
の

も

の

か
､

せ

い

ぜ

い

補
助

的

収
入

源
だ

か

ら
で

あ

る
｡

そ

れ

は
､

農

業
を

本

業
と

す
る

一

般
の

農
民

が

自

家

消

費
用
に

若
干
の

山
羊
を

飼
っ

て

い

る

の

と

ち
ょ

う
ど

逆
で

あ

る
｡

ナ

ク

ソ

ス

市
に

あ

る

農

業
銀

行
か

ら

得
た

資
料
に

よ

れ

ば
､

フ

ィ

ロ

テ

ィ

に

は
一

一

､

一

〇

〇

頭
の

山

羊
と

七
一

〇

〇

東
の

羊
が

飼
わ

れ

て

い

る
｡

村
の

ほ

と

ん

ど

全
て

の

家

族
は

自
家

用
の

ミ

ル

ク

や

と

き

に

は

チ

ー

ズ

を

自
給
す
る

た

め
に

､

そ

れ

ぞ

れ

数
頭
の

山

羊
や

羊
を

集
落
の

中
で

舎
飼
い

に

し
て

い

る
｡

そ

の

数
は

山

羊
が

合

計
一

､

一

〇

〇

頭
､

羊
が

七

〇

〇

頭
だ

か

ら
､

フ

ィ

ロ

テ

ィ

住

民
は

一

世

帯
平
均
五

-

六

頭
の

自

給

用

家

畜
(

こ

れ

を

○

訂

㌻
ヘ

ヨ

と

呼
ぶ
)

を

持
っ

て

丁
▲

い

る

こ

と

に

な
る

｡

舎
飼
い

の

こ

の

自
給
用

家

畜
を

除
い

た

山

羊

花
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表 2 フ ィ ロ テ ィ 村 共 有 地 放 牧税 台 帳 ( 1 9 7 7)

基礎控 1 5 0 頭 ま 1 頭 6 ト
さ

ラ ク マ 1 頭 7 ド ラ ク マ 1 5 咽 ま で 1 5 0 頭 を越 え 放牧税
除頭 数 で の 単価 で 支払 う頭数 で 責払 う頭 数 の 放牧税 る分 の 放牧税 合

放
数

畜
頭

家
牧

利
名

地
氏

有
者

丑
ハ

用

㈱

45 ｡

45 ｡

3 3 ｡

6 3 ｡

67 ｡

㈱

2 2 ｡

御

伽

…
1 5 ｡

21 0

っ
J

r
l

卿

胱

2

0

0

0

(

U

O

O

O

O

O

O
=

.
〇

8 7

鵬

朋

3 3

日

訂

6 9

8 7

乃

乃

1 5

3 0

4 ∝)

5 0

4 5

乃

7 5

5 5

0 5

鵬

1 5

4 5

2 5

2 5

…

2 5

紬

00

8 0

6 0

1 0

5 0

2 0

00

3 0

甲
:

3 0

1

5

1

2

1

1

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J
‥

･
Z

各欄 は 大家畜 , 小家畜の 小区分を 含む カミ大家畜は 皆 無な の で は ぷ い た .

1

2

3

4

5

｢

0

7

0
0

′

.
,

9

甲
‥

労

一

〇
､

0

0

0

頭

と

羊
六

､

四

〇

〇

頭
､

こ

れ

が

牧
畜

を

本

業
と

す
る

農

牧

夫

た

ち

が

山

に

放

牧

し

て

い

る

家

畜
(

こ

れ

を

曽
へ

七
巾

ミ
+

邑

と

い

う
)

で

あ

る
｡

ボ

ス

コ

ス

た

ち
の

数

を

仮
に

一

〇

〇

世

帯

と

す
れ

ば
､

一

世

帯
平

均
一

六

四

面
の

群
を

所

有
し

て

い

る

こ

と
に

な

る
｡

ボ

ス

コ

ス

た

ち

は

山

羊
と

羊

二
親

に

つ

き

年
六

ド

ラ

ク

マ

(

約
四

二

円
)

を

村
に

支
払
い

､

保
有

す
る

家

畜
の

大

部
分

を

共

有
地
に

放

牧
し

欄

(

1 7
)

て

い

る
｡

村

長
と

村
議
会
は

毎

年
ボ

ス

コ

ス

た

ち
の

申
告
に

基
づ

い

て
､

彼
ら
が

何

頭
の

群
を

共

有
地
に

放

牧
し

て

い

る

か
､

し

た

が

っ

て

そ

れ

ぞ

れ

村
に

い

く

ら
か

の

放

牧
税
を

支

払
わ

ね

ば

な

ら

な
い

か

を
一

覧
表
に

し

た

放
牧
税
台
帳
を

作
成
し

､

こ

れ

を

県
に

報
告
し

て

い

る
｡

村
は

独

自
の

出

納
事
務
所
を

も

た

な
い

の

で
､

ボ

ス

コ

ス

た

ち

は

年
に

一

回
ナ

ク

ソ

ス

市
に

あ

る

郡
の

出
納

機

関

に

放

牧

税
を

納
め
る

が
､

こ

れ

は

村
の

数
少

な
い

独

自
財

源
の

一

っ

に

な
っ

て

い

る
｡

一

九

七

七

年
の

放

牧
税
台

帳
は

､

村
議
会
の

記

録
簿
の

な

か

の

｢

決
議
第
四

四

/
七

七
､

放
牧
家

畜

頭
数

別

課

税
+

と
い

う

表
題
の

つ

い

た

文

章
の

末
尾
に

一

覧
表
に

し

て

記

録

さ

れ

て

い

た
｡

表
2

は

こ

の

課

税
台

帳
の

最
初
の

部
分

を

人

名

だ

け

記

号

化
し

て

そ

の

形

式
を

写

し

た

も

の

で

あ

る
｡

以

下
こ

の

台

仮
に

つ

い

て

簡
単
に

検
討
し
て

お

く
こ

と
に

し

よ

う
｡

台

帳
は

ま

ず
共

有
地
を

利
用
し

て

い

る

ボ

ス

コ

ス

た

ち
の

姓
名

を

ア

ル

フ

ァ

ベ

ア

ト

順
に

登

録
し
て

い

る
｡

す
べ

て

男
子

名
で

合

計
九
三

人
だ

が

同
一

人

が

ダ

ブ

っ

て

あ

げ
ら

れ

る

こ

と

は

な
い

か

ら
､

こ

れ

は
一

九

七

七

年
時
点
で

共

有
地

を

使
っ

て

い

る

ボ

ス

コ

(

旭
)

ス

の

世

帯
数
を

示

し
て

い

る
｡

わ

れ

わ

れ

の

質
問
に

答
え

て

村
長

は

フ

ィ

ロ

テ

ィ

の

農
牧
夫
の

数
を

一

〇
五

と

し

た

が
､

何
を

根

拠

9

-

▲
′



←

号
′

タ

㌣
い

一

}

〆

､

ふ

■j

}
一

ふ

ご

㌧

少

( 33 ) ナ グ ソ ス 島 の 村落 共 同体

に

し

た

数
字
か

は

明

ら

か

で

な
い

｡

台
帳
の

九
三

名

は

共

有
地

利

用

者
だ

が

私

有
放

牧
地

だ

け
を

利
用
し

て

い

る

者
が

皆
無
と

は

考

え

に

く
い

し
､

村
長
の

示

し
た

数
字
も

考
慮
に

入

れ

れ

ば
､

フ

ィ

ロ

テ
ィ

に

は

全
体
で

一

〇

〇

世

帯
前

後
の

牧
夫

が

い

る

と

考
え
る

の

が

妥
当
だ

ろ

う
｡

ボ

ス

コ

ス

の

姓
名
に

次
い

で

彼
が

共

有
地
に

放
牧
し
て

い

る

家

畜
総

数
が

示
さ

れ

て

い

る
｡

小

家

畜
(

小

芋
や

羊
)

と

大

家

畜

(

ラ

バ

や

ロ

バ

や

馬
や

牛
)

と
に

区

分
さ

れ

て

い

る

が
､

大

家

畜

の

放

牧
は

皆
無
で

あ

る
｡

一

世

帯

当

り

の

最
大
放
牧
数
は

五

五

〇
､

最
小

は

二

五

頭
だ

が

最
も

例
の

多
い

の

は
一

〇

〇

-
二

〇

〇

頭

程

度
で

､

平

均
一

世

帯
当
り

で

は
一

四

〇

頭
で

あ

る
｡

三

〇

〇

頭
以

上

が

六

人
､

一

〇

〇

東
未
満
が

二

六

人
い

る
｡

共

有
地

放

牧
捻

数

は
一

二
､

八

四

五

頭
で

先
に

挙
げ

た

フ

ィ

ロ

テ

ィ

の

全

放
牧
数
に

三
､

五

〇

〇

頭
余
り

足
り

な
い

が
､

そ

の

差
は

私

有
放
牧
地

等
の

分

と

考

え

て

よ
い

だ

ろ

う
｡

だ

が

各
世

帯
別
の

共

有
地

放
牧
頭
数

は

各
人
の

申
告
に

基
づ

い

て

お

り
､

実
際
の

数
よ

り

少
な

目
に

な

っ

て

い

る

可
能
性
は

充

分
に

あ

る
｡

ま

た

私

有
放

牧
地

を

平
行

利

用
し
て

い

る

ボ

ス

コ

ス

も
い

る

だ

ろ

う
か

ら
､

い

ず
れ

に

せ

よ

台

帳
の

数
字
は

彼
ら
の

実
際
の

家

畜
保
有
数
を

示

す
も

の

で

は

な
い

｡

つ

づ

い

て

課
税
対

象
か

ら

外
さ

れ

る

家

畜
の

基
礎
控

除
数
五

頭

(

凹
)

(

大

家

畜
は

二

頭
)

が

全

員
の

欄
に

屈

入
さ

れ
､

同
じ

く
一

頭
当

り

の

放

牧
料
が

一

律
に

六

ド

ラ

ク

マ

(

大

家

畜
ほ

三

ド

ラ

ク

マ

)

と

さ

れ

て

い

る
｡

さ

ら

に

次
の

欄
に

は

被
課

税
頭
数

､

つ

ま

り

当

該
牧
夫
の

放

牧
数
か

ら

基

礎
控
除
数
五

を

引
い

た

数
字
が

書
き

込

ま

れ
､

こ

れ

に

六

倍
し

て

得
ら

れ

る

放
牧
税
額
が

最
後
の

欄
に

計

算
さ

れ

て

い

る
｡

但
し

こ

の

税
金

は
一

種
の

累
進
課
税
に

な
っ

て

い

て
､

一

五

〇

頭
を

越
え

る

家

畜
に

つ

い

て

は
一

頭
七

ド

ラ

ク

マ

が

徴
集
さ

れ

る

か

ら
､

一

頭
六

ド

ラ

ク

マ

が

該
当

す
る

の

は
一

五

〇

頭
以

内
の

家

畜
を

放

牧
し

て

い

る

者
だ

け
で

あ
る

｡

例
え

ば

八

〇

頭
の

人
の

税

額
は

e
入

(

若
-

〇

ド

ラ

ク

マ

だ

が
､

一

八

〇

頭

の

牧
夫
は

小

×
(

-

い

○

-
u

)

＋
叫

×

旨

ド

ラ

ク

マ

を

支

払

う
こ

と

に

な

る
｡

か

く
て

最
高
五

五

〇

頭
を

放
牧
し
て

い

る
バ

シ

ラ

キ

ス

は

三
､

六

七

〇
ド

ラ

ク

マ

､

二

五

頭
だ

け
の

マ

ニ

ョ

ス

は
一

二

〇
ド

ラ

ク

マ

を

村
に

支

払
い
.､

村
は

放

牧
税
と

し
て

合
計
七

九
､

〇
一

〇
ド

ラ

ク

マ

を

受
け

と
る

｡

こ
■
の

放
牧
税
は

一

九
七

七

年
の

村
の

財
政

収

入

予

算
の

一

･

九

(

2 0
)

%
に

し

か

な

ら

な
い

｡

現

在
の

ギ

リ

シ

ャ

の

村
や

市
の

財
政
上
の

オ

ー

ト

ノ
､

､

､

-

は

低
く

､

国
か

ら
の

援
助

部
分
が

圧

倒
的
に

多
い

｡

そ

れ

ゆ
え

フ

ィ

ロ

テ

ィ

の

放
牧
共

有
地

は

村
の

財
政

上

重

要
な

の

3

で

は

な

く
､

村
人

ロ

の

三

分
の

一

近

く

を

占

め
る

《

農
牧
夫
》

た

摺
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ち
に

安
い

生

産
手

段
を

提
供
し

､

一

定
の

貨
幣
収
入

を

保
障
し
て

い

る

点
で

こ

そ

重

要
な

の

で

あ

る
｡

ボ

ス

コ

ス

た

ち
■

の

都
市
流
出

は

他
の

階
層
に

此
ぺ

て

少

な
い

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

｡

フ

ィ

ロ

テ

ィ

の

集
落
ほ

島
の

ほ

ぼ

中

央
に

あ

る

が
､

南
北
に

長

い

こ

の

村
の

行
政

領
域
の

な

か

で

い

う

と

そ

の

最
も

北
の

は

ず
れ

に

位
.

置

し
て

い

る
｡

広
い

キ

ノ

テ

ィ

ス

領
域
は

し

た

が
っ

て

集

落

の

南
側
に

展
開
し

て

い

る

の

だ

が
､

そ

こ

は
ロ

バ

や

ラ
バ

の

背
に

ま
た

が
っ

て

往
き

来

す
る

細
い

山

道
が

何

本
か

通

じ
て

い

る

だ

け
エ

ク

の

荒
涼
た

る

山

岳
地

帯
で

あ

る
｡

村
人

は

こ

の

よ

う
な

部
分

を

辺

u

7

ヒ

･-

都
(

恥

巾
Q

息
)

と

呼
ん

で

集
落
を

表
わ

す
ホ

リ

オ

ー

(

胃
息

)

に

対

此

さ

せ

て

い

る
｡

こ

の

ユ

タ

ソ

ヒ

一

に

最
も

日

常
的

な

結
び

つ

き

を

も
っ

て

い

る

の

は
､

む

ろ
ん

ボ

ス

コ

ス

た

ち

で
.

ぁ

る
｡

村
の

非

農
業
的
な

住
民

た

ち
､

例
え

ば

鍛
冶
屋

や

靴
屋
や
パ

ン

屋
や

建

貸

商
や

カ

フ

ェ

ニ

オ

ン

経
営
者
や

事
務
員
や

僧
侶
や

寺
男
や

小

学

校

教
師
や

労

働
者
等
々

(

こ

う
し

た

住

民
は

少
な

く

と

も

七

〇

-
八

(

2 1
)

○

世

帯
を
か

ぞ

え

る
)

は
､

年
間
を

通
じ

て

こ

の

地

域
に

出
か

け

る

こ

と

は

は

と

ん

ど

な
い

｡

ま
た

一

般
の

《

農
民
》

た

ち
は

そ

こ

に

多
少
の

オ

ル

ー

ブ

畑
を

も
つ

こ

と

が

あ

る

に

し

て

も
､

ラ
バ

で

片

道
三

-
四

時
間
も
か

か

る

場
所
を
そ

う
頻
繁
に

訪
れ

る

こ

と
は
■

捌

で

き

な
い

｡

だ

が

ボ

ス

コ

ス

に

と
っ

て

は

こ

の

ユ

タ

ソ

ヒ

ー

こ

そ

が

本
来
の

仕
事
場
で

あ

り
､

山

羊
や

羊
た

ち

と
一

年
間
の

ほ

と

ん

ど

半
ば

を

過
ご

す

易
所
な
の

で

あ
る

｡

妻
や

子
が

暮
し
て

い

る

ホ

リ

オ

ー

の

家
の

ほ

か

に
､

彼
ら
は

エ

ク

ソ

ヒ

ー

の

な
か

に

も

う
一

軒
の

簡
素
な

出
作
り

小

屋
を

も
っ

て

い

る
｡

､

､

､

タ

ー

ト
(

3
誌

且

と

呼
ば

れ

る

こ

の

石

積
み

の

小

屋

は

彼
ら
の

私

有
地

に

ボ

ツ

ン

と

一

軒
だ

け

建
て

ら
れ

て

い

て
､

そ

の

敷
地
は

マ

ン

ド

ラ
(

息
買
一

旦

と
い

う

高
さ

一

米
ほ

ど
の

石

積
み

塀
に

囲
ま

れ

て

い

る
｡

彼
ら
ほ

こ

の

ミ

タ

ー

ト

近

く
の

共

有

地
に

自
分
の

群
を

放

牧
し

､

こ

の

小

屋
を

根
城
に

家

畜
の

世

話
を

す
る

の

で

あ

る
｡

週
の

半
ば

を
､

､
､

タ

ー

ト

で

山

羊
た

ち
と

過
し

た

ボ

ス

コ

ス

は
､

あ

と
の

半

分

を

自
分

の

家
族

と

過

す
ぺ

く

ラ
バ

に

ま
た

が

り

村
の

家
に

も

ど
っ

て

く

る

と
い

う
わ

け

で

あ

る
｡

わ

れ

わ

れ

も

あ
る

一

日

バ

シ

ー

リ

ー

と
い

う
老
人

に

案
内

さ

れ

て

ラ
バ

に

乗
り

､

村
か

ら

三

時
間
の

ユ

タ

ソ

ヒ

一

に

出
か

け

た
｡

そ

の

目

的
地
で

ム

ス

タ

キ

ス

と
い

う

姓
の

ボ

ス

コ

ス

三

兄

弟
と

知

り

あ
っ

た
｡

最
後
に

こ

の

兄

弟
に

例
を

と

り
､

ボ

ス

コ

ス

た

ち
の

生
.
括
の

具
体

的
な

あ

り

方
に

触
れ

て

お

く
こ

と
に

し

よ

う
｡

バ

シ

ラ

キ

ス

(

五

〇

才
)

､

ス

テ

フ

ァ

ノ

ス

(

四

八

才
)

､

デ

ィ

.■一

,

,

′
ヰ
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ミ

ト

リ

オ

ス

(

四
一

才
)

の

三

人
は

皆
フ

ィ

ロ

テ

ィ

で

生
れ

育
っ

た
｡

父
も

ボ

ス

コ

ス

だ
っ

た

し
､

一

人
の

妹

も

同

じ

く
フ

ィ

ロ

テ

ィ

で

ボ

ス

コ

ス

の

嫁
に

な
っ

て

い

る
｡

バ

シ

ラ

キ

ス

の

二

人
の

息

子

も

ボ

ス

コ

ス

な

ら
一

人
の

娘
も

ボ

ス

コ

ス

と

結
婚
し

て

フ

ィ

ロ

テ

ィ

で

暮
し
て

い

る
｡

三

人
は

そ

れ

ぞ

れ

フ

ィ

ロ

テ

ィ

の

娘
と

結

婚
し

､

妻
が

プ

リ

ー

カ

(

媛
資
)

に

も
っ

て

き

た

家
に

住
ん

で

い

(

2 2
)

る
｡

両

親
の

家

は

妹
が

プ

リ

ー

カ

に

も
っ

て

い

っ

た
｡

三

人

は

父

親
か

ら
ビ

ル

ゴ

ス

･

ヒ

マ

ー

ル

ー

(

村
か

ら
三

時
間
の

エ

ク

ソ

ヒ

ー
)

に

あ

る

五

〇
〇
ス

ト

レ

ン

マ

の

土

地

と

三

〇

-
四

〇

頭
ず
つ

の

群

を

相

続
し

た
｡

そ

こ

に

は

三

〇

〇

本
ほ

ど
の

オ

リ

ー

ブ

畑
も

あ

り
､

い

ち
じ

く
や

ア

ー

モ

ン

ド

の

樹
も

あ

る

が

そ

の

他
の

畑
は

な
い

｡

こ

の

土

地
は

現

在
三

人
で

平

等
に

共

同
で

利
用

し

て

い

る
｡

三

人

は

ま

た

こ

こ

に
､

､

､

タ

ー

ト

を

持
ち

､

家

畜
用
の

雨

水

を

た

め

(

2 3
)

る

貯
水

槽
を
つ

く
っ

て

共

有
し

て

い

る
｡

現

在
三

人

は

合
計
五

〇

〇

頭
の

山

羊
と

羊
の

群
を

共

有
し

て

い

る

(

こ

れ
は

長
男
バ

シ

ラ

キ

ス

の

言
｡

放

牧
税
台

帳
で

は

長

男
二

〇

〇

頭
､

次

男
二

〇

五

頭
､

三

男
が

一

〇

〇

頭
と

分

け
て

登

録
さ

れ

て

い

る
)

｡

羊
と

山

羊
は

半
々

ぐ

ら

い

で

あ

る
｡

チ

ー

ズ

旦
二

人

共
同
で

作
り

平
等
に

分

け
る

｡

チ

ー

ズ

の

生

産
量
は

年
に

よ
っ

て

変
化

す
る

が
､

一

人
当

り

五

〇

〇

1
七

〇

〇
キ
ロ

ぐ

ら
い

で
､

昨
年
は

五

〇

〇
キ
ロ

だ

っ

た
｡

チ

ー

ズ
.
の

売
価
は

春
に

は

キ
ロ

当

り
一

〇

〇
ド

ラ

ク

マ

､

夏
か

ら

冬
に

か

け

て

ほ
一

五

〇
ド

ラ

ク

マ

く

ら
い

に

な

る
｡

肉
は

年
に

一

､

0

0

0
キ

ロ

ほ

ど

で
一

キ
∩

二

五

〇
ド

ラ

ク

マ

で

あ

る
｡

山

羊
や

羊
の

皮
は

一

枚
一

二

〇

1
一

五

〇
ド

ラ

ク

マ

す
る

が
､

肉
の

買
付

業
者
は

肉
と

し
て

一

括
し
て

買

い

取
っ

て

い

く
｡

チ

ー

ズ

や

肉
の

買

手
は

ホ

ー

ラ

(

ナ

ク

ソ

ス

市
)

や

ア

テ

ネ

か

ら
や

っ

て

来
て

何
人

も

の

ボ

ス

コ

ス

か

ら

買
付

け
て

い

く
｡

村
の

商
人
テ

オ

ナ

ス

も

買
う

｡

そ

の

ほ

か

羊
の

毛
も

毎

年
三

〇

〇

キ
ロ

を

キ

ロ

当

り
三

〇
ド

ラ

ク

マ

ほ

ど

で

売
る

し
､

肥

料
用
に

山

羊
や

羊
の

フ

ン

も
キ

ロ

ニ

ド

ラ

ク

マ

で

毎
年
自
動
車

五

台

分

を

売
っ

て

い

る
｡

放

牧
に

は
ビ

ル

ゴ

ス

･

ヒ

マ

ー

ル

一

に

近
い

共

有
地

を
一

､

0

0
0
ス

ト

レ

ン

マ

ほ

ど

利
用
し
て

い

る
｡

放

牧
税
ほ

三

人
で

､

三
､

0
0

0
ド

ラ

ク

マ

ほ

ど
を

支

払
っ

て

い

る

(

一

九

七

七

年
の

台

帳
)

｡

共

有
地

の

ほ

か

に

も
コ

ツ

ア

ー

キ

ス

(

村
近

く

の

採
石

場

で

働
く

労
働
者
)

か

ら
一

〇

〇
ス

ト

レ

ン

マ

の

畑
を

借
り

､

そ

こ

に

家

畜
飼

料
用
の

草
を

播
い

て

い

る
｡

放
牧
地

の

草
だ

け
で

は

不

足
す
る

か

ら
で

あ

る
｡

コ

ツ
ア

ー

キ

ス

に

は

借
地

料

と

し
て

年
に

一

､

0

0
0

ド

ラ

ク

マ

支

払
っ

て

い

る
｡

一

年
を

通
し

て

ず
っ

と

仕
事
ほ

あ

る

が
､

特
に

春
か

ら

夏
に

.
か

湖
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け

て

の

チ

ー

ズ

作
り

の

頃
は

い

そ

が

し
い

｡

島
で

ほ

九

月

頃
か

ら

家

畜
の

早
い

出
産
が

始
ま

り
一

月

頃
ま

で

続
く

の

で
､

マ

ン

ド

ラ

を

修
理
し

た

り

家

畜
の

お

産
の

め
ん

ど

う
を

見

た

り

す
る

｡

一

-

二

月
に

は

生

れ

た

子

山

羊
や

子

羊
の

肉
を

売
る

仕
事
が

あ

る
｡

チ

ー

ズ

作
り

は

二

月
か

ら

九
月

頃
ま
で

つ

づ

く
が

最
も

盛
ん

な

の

は

二

-
四

月
で

あ
る
｡

こ

の

頃
に

忙
し

く
て

二

カ

月

間
ぐ

ら
い

､

､

､

タ

ー

ト

に

居
つ

づ

け
､

村
に

は

帰

ら

な
い

｡

毎
朝
三

人
の

群
か

ら
ガ

ラ

(

ミ

ル

ク
)

を

搾
っ

て

皆
一

緒
に

あ
わ

せ
､

カ

ザ

ー

ニ

(

き
R

巾

午

ヒ

〇

と
い

う
大
き

な

釜
で

煮
て

か

た

め
､

チ

ロ

ボ

リ

(

2
一

息
巴
へ

)

と
い

う

細
い

植
物
の

茎
で

編
ん

だ

型
に

は

め
て

墜

チ
ー

ズ

を
つ

く

る
｡

余
り

忙
し

く
な
い

時
期
に

も
二

二

人
は

交

代
で

週
の

う
ち

半
分

は
､
､

､

タ

ー

ト

で

す
ご

す
｡

､

以

上
に

み

て

き

た

通
り

こ

の

ム

ス

タ

キ

ス

兄

弟
は

三

世

帯
で

五

〇

〇

頭
の

群
､

し

た

が
っ

て
一

世

帯
当
り

一

六

〇

頭
余
り

を

所
有

す
る

フ

ィ

ロ

テ

ィ

の

平
均

的
な
ボ

ス

コ

ス

で

あ
る

｡

父
か

ら

継
い

だ

私

有
地
に

一

世

帯
当
り

一

〇

〇

本
ほ

ど
の

オ

リ

ー

ブ

畑
が

あ

る

か

ら

《

農
牧
夫
》

に

は

ち

が

い

な
い

が
､

年
間

労
働
の

大

部
分
は

牧
畜
に

使
っ

て

い

る
｡

村
に

帰
っ

て

い

る

週
の

半
分

ぐ

ら
い

の

間

に

何
か

賃
仕
事
の

よ

う
な

も

の

に

就
い

て

い

る

様

子
も

な
い

か

ら
､

貨
幣
収

入

は

牧
畜
に

ょ

る

も

の

が

全
て

で

あ

ろ

う
｡

大

雑
把
に

計

算
し

て

み

る

と
､

チ

ー

ズ
､

肉
､

羊
毛
な

ど
に

よ

る
一

世

帯
当
り

欄

の

年
間
収

入

は

約
一

〇

万
ド

ラ

ク

マ

(

七

〇

万

円

程
度
)

で
､

貧

し
い

が

な

ん

と
か

暮
し

て

い

け

る

金

額
で

あ

る
｡

そ

し

て

そ

の

こ

と

を

可

能
に

し

て

い

る

の

は

共

有
地

利
用
に

よ
っ

て

非

常
に

安
い

飼
料
が

確
保
さ

れ
､

し

た
が

っ

て

安
い

生

産
費
で

す

ん

で

い

る

か

ら
で

あ

る
｡

そ

の

こ

と
は

私

有
牧
草
地

の

地

代
が

た
っ

た
一

〇

〇

ス

ト

レ

ン

マ

で

年
間

一

､

0

0

0
ド

ラ

ク

マ

に

も

な

る

こ

と

と

比

較
す

れ

ば

明

白
で

あ

る
｡

彼
ら

は

フ

ィ

ロ

テ

ィ

と
い

う
キ

ノ

テ

ィ

ス

に

所
属
し

､

そ

の

メ

ン

バ

ー

が

も
つ

権
利
の

行
使
に

よ
っ

て

は

じ

め
て

自

分
た

ち
の

生

活

を

さ

さ

え

て

い

る

の

で

あ

る
｡

(

1
)

コ
e
｢

一

名
へ

息
〉

ん

ぎ
へ

ぷ
ヨ

息

…
"

已
竜
C

q

七
へ

§
小

恥

巾

巴
へ

巾
へ

り

昇
一

巴
鼓
む

身
､

-

監

T
-

当
-

･

円
山

､

賢
か

蕪
笥
苦

学
亡

と
白

息
遥

(
､

h

ぎ
へ

乳
て

恕
て

→

勺
Q

て

内
○
ヘ

音
…

り

ぎ
､

h
す
ゎ

⊂

て

ぎ
)

∴
ゝ

農
芸
:
笥
仇

.

q
･

N

芦
以

下

本

文

中
に

示

す

人
口

等
は
い

ず
れ

も
一

九

七
一

年
セ

ン

サ

ス

に

よ

る
｡

(

2
)

･ゝ

担
h

訂

…
計
碧
巳
Q

e
-

一

計
3
息
Q

邑
忘
O

C

ノ

巴
音
ミ
9

盲
引

-

門

N
-

匂 一

弘
N

)

匂
巾

q
q

已
き
㌻
ジ

ー

巧
か

も
.

山

N

か

-
山

レ

】

人
L

苧
へ

て

㌣

ヨ
記
り
)

)

≠

S

首

3
e

岩
S

､

T
F
2

G

3
e

打

く
≡

品
e
.

H
-

s
t

O

ユ

g
-

E
-

2

m
e

き
∽

i

ロ

ー

訂

E
く

○
}

已
i

O

n

･
A
t

F
e

ロ
S

-

当
山

,

p

ワ

加

-
-

山
一

(

3
)

ナ

ク

ソ

ス

島
で

も

裁

判

官
や

徴

税

官

以

外
に

合

計
五

-
一

〇

家

族
の

ト

ル

コ

人
が

居
る

こ

と

は

稀

だ
っ

た

と
い

わ

れ

る
｡

一

七

五

四

年
に

お

け
る

現
ナ

ク

ソ

ス

市
の

人

口

構
成
ほ

､

カ

ソ

ワ

ッ

ク

信

者

三

-

■
､

∴

∋
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二

四

(

と

聖

職
者

一

四
)

人
､

オ

ー

ソ

F

ク

ス

信
者
三

〇
一

六

(

聖

職
者
三

四
)

人
､

ユ

ダ

ヤ

人
二

八

三

(

三
)

人
､

ア

ル

メ

ニ

ア

人
二

二

(

一

)

人
､

ト

ル

コ

人
一

六

(

○
)

人

と

な
っ

て

い

る
｡

〕

韓

-

邑
§

1

で

鼻

毛

蓋
巾
Q
り

-

賢
野

い
}

志
甘
り

一

課
00

も
+
当
1
-

芦

(

4
)

一

つ

は
ホ

ー

ラ

(

現
ナ

ク

ソ

ス

市
)

の

オ

ー

ソ

ド

ク

ス

信

者
､

ア

ル

メ

ニ

ア

人
､

ユ

ダ

ヤ

人
の

共

同

体
､

も

う
一

つ

は

同
じ

く
カ

ソ

リ

ッ

ク

信
者
の

共

同

体
､

他
の

一

つ

が

島
の

内

陸
の

村
々

の

共

同
体

で

あ

る
｡

く
.

∽
]

官
O
e
H

岸

T
F
e

G
r

e

e

k

く

≡

品
e

-

p
･

-

○
い

〕

韓
ゝ

計
-
へ

q

q

で
Q

p

竜

蓋
甘
り

､

q

+
芦

(

5
)

キ

ノ

テ

ィ

ス

及

び

デ
ィ

モ

ス

の

行
政

制

度
に

つ

い

て

は

や

や

古

い

が
､

ロ

ワ

A
-

告
1

訂
r

.

句
P
C
t

S

｡

n

G

言
e

打

L
O

邑

G
O

孟
昌

･

m
e

ロ
t

.

A
t

F
e

ロ
S

-

芝
○

に

詳

し
い

｡

(

6
)

あ
る

村
が

キ

ノ

テ
ィ

ス

と

し
て

認
め

ら

れ

る

た

め
の

一

般
的

条

件
は

人
口

が

三

〇

〇
人

以

上
で

あ
る

こ

と

と

小

学
校

を
一

つ

備

え
て

い

る

こ

と
で

あ

る
｡

(

7
)

現

代
ギ

リ

シ

ャ

の

村

落
の

典

型
は

集

村
で

､

ナ

ク

ソ

ス

島
で

も

ニ
ー

キ

ノ

テ

ィ

ス

の

う
ち

一

〇

キ

ノ

テ

ィ

ス

は
一

村
一

集

落
で

あ
る

｡

全

ナ

タ

ソ

ス

の

集

落
数

(

○

ぎ
q

息
)

は

五

二

だ

か

ら
､

平

均

す

る

と
一

キ

ノ

テ

ィ

ス

当
り

二
･

三

集

落
､

全
ギ

リ

シ

ャ

平
均

で

ほ
一

･

九

集

落
で

あ
る

｡

(

8
)

む

ろ

ん

小

さ

な
キ

ノ

テ

ィ

ス

で

の

通

婚

圏
は

周

辺
の

い

く
つ

も

の

キ

ノ

テ

ィ

ス

を

包
み

込
ん

で

い

る
｡

例

え

ば
パ

シ

リ

カ

村
の

場
合

が

そ

う

で

あ

る
｡

E
.

句
H

訂

早

く

邑
-
一

打

P

A

く
巨

品
エ
ロ

呂
○

計
r

ロ

G
H

e
①

記
r

胃
一

£
-
ご
･

一

｢

も

ー

〕
-

ヰ
∴

ぃ

い

(

9
)

以

下
の

検

討
で

用
い

る

主

な

資
料
は

､

∽
県

知
事

､

村

長
に

提

出
し

た

質
問
表
へ

の

回

答
､

㈹
ナ

ク

ソ

ス

市
の

鼻
糞
銀

行

や

農
協
か

ら
の

資
料

､

㈹
村

役
場
に

保

管
さ

れ

て

い

る

文

書

類
､

由
個
々

の

村

人
へ

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

に

よ
っ

て

得
た

個
人

生

活
に

つ

い

て

の

資
料

､

㈹
文

献
な

ど

で

あ

る
｡

(

1 0
)

句

g
t

ロ

O
n

G
【

e
e
-
n

J
｡
C

已

G
O

く
e

r

n

m
O

阜
り

軍

(

1 1
)

独
立

革

命
後

一

八
三

三

年
に

成

立

し
た

オ

ト

ン

の

政

府

ほ

全

土

を
ノ

モ

ス

ー
エ

バ

ル

ヒ

ア

ー
デ
ィ

モ

ス

の

三

段

階
に

区

分
し

､

デ
ィ

モ

ス

は
い

く
つ

か

の

村

を

慈

恵
的
に

寄
せ

集
め

て

構

成

し
､

村

を

独

自
の

行

政

単

位
と

し

て

認

め

な
か

っ

た
｡

事

実
フ

ィ

ロ

テ

ィ

村

も
一

八
三

六

-
一

八
四

五

年
に

ほ

東

側
の

隣

り

村
の

ビ

ラ

ン

ス

ト

ス

と

と

も
に

ア

ビ

ラ

ン

ト

ス

市
を

構
成

し
､

一

八
四

五

-
一

九
一

二

年
に

は

西

側
の

隣
り

村
ハ

ル

キ

を

中

心

と

す
る

ト

ラ

ゲ

ア

市
に

組
み

入

れ

ら

れ

て

い

た
｡

だ

が

デ

ィ

モ

ス

を

構
成

す

る

村
々

ほ

実

質
上

村

落
共

同

体

と

し
て

の

自

立

性
を

保
ち
つ

づ

け
､

一

八
三

三

年
の

汰

律

『

デ
ィ

モ

ス

の

形

成

お

よ

び

区

分

に

つ

い

て
』

(

第

六

条
)

も

:
ア

イ

モ

ス

を

構
成

す
る

村
々

が

従

来
か

ら

所
有

す

る
■
共

有

地
の

所

有
主

体

た

る

こ

と

を

認

め
､

こ

の

法

律
に

基
づ

く

内

務

省

今

は

共

落
共

有
地

を

管

理

す
る

村
の

委
員
会
の

選

出
に

つ

い

て

規

定

し
て

い

る
｡

一

九
一

二

年
以

後
は

フ

ィ

ロ

テ

ィ

な

ど

大
き

な

村
々

は

キ

ノ

テ

ィ

ス

と

し

て

自

立

し
た

｡

句

邑
竺
ロ

コ

G

岩
e

打

G
O

く
2

㌢
m
2

阜
p

p

+
-
P

(

1 2
こ

○

ぎ
岩
七
へ

一

合

…
叫

…
へ

盲

…
卦

守

宮
ふ
の

【

聖
鼓

貫
-

墓
で

l

声
-

萎
丁

盲
い

一

戸

7

(

1 3
)

一

ス

ト

レ

ン

マ

(

q
q

息

篭
且

は

古

く

は

二
二

七

〇

平

方

メ

乃
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ー

ト

ル

だ
っ

た

が
､

現

在
は

一

､

0

0

0

平
方

メ

ー

ト

ル

に

等
し
い

｡

(

1 4
)

フ

ィ

ロ

テ

ィ

の

農
業

人
口

が

全
ナ

ク

ソ

ス

農
業
人
口

に

占
め

る

割
合

は

約
一

朝

だ
が

､

フ

ィ

ロ

テ

ィ

の

農

産

物
で

全
ナ

タ

ソ

ス

の

生

産

頭
の

一

朝
を

準
ぇ

る

も

の

は

オ

ワ

ー

プ

油
(

一

八

%
)
､

肉

(

一

七

%
)
､

チ

ー

ズ

(

一

九

%
)

だ

け
で

あ
る

｡

(

1 5
)

村
長
が

示
し

た

村
の

収

入

渡
の

職
位
は

､

山

チ

ー

ズ

と

肉
の

生

産
､

必

オ

リ

ー

ブ

油
の

生

産
､

胤

ア

テ

ネ

等
か

ら
の

送

金
､

他

年
金

､

㈲

賃

銀
､

㈲

果
実
や

野
菜
の

生

産
の

慣
で

あ
っ

た
｡

(

1 6
)

表

題

は

以

下
の

よ

う
に

な
っ

て

い

る
｡

き
Y

へ

て

計
湧

匂
へ

訂
→

㌻
C

〉

無
官

ぎ
焉

宅
焉
已

尽
き
て

≡
ヨ
勺
1
へ

q

思
ヒ

→

臥

守
男

-

巴
や

.

一

(

1 7
)

フ

ィ

ロ

テ
ィ

村
民

で

な
い

他

村
の

者
が

フ

ィ

ロ

テ

ィ

村
共

有
地

を

利
用

す
る

場
合
に

は

倍
の

十
二

ド

ラ

ク

マ

を
フ

ィ

ロ

テ

ィ

に

支

払

う
｡

俺

村
の

利

用

者
は

わ

ず
か

で

あ

る
｡

(

1 8
)

九
三

世

帯

中
､

ム

ス

タ

キ

ス

姓
が

一

九

世

帯
､

パ

シ

ラ

キ

ス

姓

一

四
､

プ

ロ

ポ

ナ

ス

姓
一

〇
､

マ

ニ

ョ

ス

姓
九

､

そ

の

他

が
一

-
五

世

帯
に

分

布
し

て

い

て
一

定
の

姓
に

集
中
し

て

い

る

が
､

こ

れ

は

フ

ィ

ロ

テ

ィ

村
の

全

体
の

姓
の

分

布
と

ほ

ぼ

比

例
し

て

い

て

農
牧

夫
が

一

定
の

姓
に

か

た

よ
っ

て

い

る

わ

け

で

は

な
い

ら

し
い

｡

(

1 9
)

一

世

帯

五

頭
の

控

除
は

､

村

人
の

す
ぺ

て

の

世

帯
が

平

均
五

1

六

頭
の

自

家

消

費

用

家

畜
を

飼
っ

て

い

る

こ

と
に

関

係
し

て

い

る

の

で

は

な
い

か

と

思
わ

れ

る
｡

村
人
は

こ

の

Q

訂

訂
へ

ヨ

を

朝

早

く

村

近

く
の

畑
や

付

近
の

山
に

放

ち

夕

方
ま

た

村
に

つ

れ

も

ど

し
て

小

屋

な

ど

に

入

れ

る
｡

(

2 0
)

フ

ィ

ロ

テ

ィ

村
の

一

九

七

六

年
度
の

財

政

支

出

ほ

N
-

至

芸
吉

ド

ラ

ク

マ

で

収

入
は

N

態
-

･

｡

与

ド

ラ

ク

マ

で

あ
る

｡

収
入

の

内

訳

欄

は
､

放
牧

税
h

声
O

N

N
､

農
産

物

卸

売

税

-

-
-

畠
¢
､

電
気

水

道

利

用

負
担

-

N

も

ぢ
､

ビ

ー

ル

税
-

-
】

怠
N

ド

ラ

ク

マ

の

ほ

か

国

庫

援
助

等

が

実
に

N

七
〇

恕
小

(

芸
･

早

暁
)

ド

ラ

ク

マ

を

占

め

て

い

る
｡

(

2 1
)

農

民
､

島
牧
夫

以

外
の

主

た

る

職
業
を

あ

げ
る

と
､

木
工

大
工

2
､

鍛

冶

屋
2

､

ブ

ウ

キ

屋
2

､

靴

星
1

､

仕

立

屋
2

､

パ

ン

星
2

､

床

屋
2

､

肉
屋
4

､

食
料

凍

貨
9

､

夕

べ

ル

ナ

3
､

タ
バ

コ

星
5

､

行

商
人
2

､

石
工

(

建
設

業
)

1 0
､

工

易
2

(

内
一

は

共

同

経

営
)

､

採

石

場

経

営
1

､

気
エ

3
､

ガ

レ

ー

ジ

1
､

医

者
1

､

郵

便
局

員
3

､

コ

ー

ヒ

ー

店
3

､

オ

ワ

ー

プ

圧

搾

塗

装
エ

6
､

電

農
業
ポ

リ

ス

2
､

也

村

役

場
書

記
1

､

村
の

給
水

係

(

臨

時

傭
)

2
､

寺
男
1

､

僧
侶
2

､

小

学

校

教

師
2

､

事

務

員
1 0

､

ラ
バ

運

送

業
1 0

､

等
々

で

あ

る
｡

(

2 2
)

ギ

ワ

シ

ャ

農

村
で

は
一

般
に

家
と

若

干
の

畑
が

媛
資
と

な

る
｡

(

2 3
)

夏
は

ほ

と

ん

ど

雨

が

ふ

ら

な
い

の

で
､

､

､

タ

ー

ト

に

ほ

冬
の

雨

水

を

た

め

る

家

畜
用
の

貯

水

槽

(

評
巾

R

忘
ふ
)

が

あ

る
｡

ム

ス

タ

キ

ス

兄

弟
の

も
の

は
コ

ン

ク

リ

ー

ト

製
で

長

さ
一

五

米
､

暗
四

米
､

探
さ

三
･

三

米
で

あ
る

｡

(

宇

都

宮

大

学
助

教

授
)

*

本

稿
は

昭

和
五

十
二

年
度
科

学

研

究

費
補
助

金

(

海
外

学

術

調

査

1
現
地

調

査
)

｢

地

中

海
の

島
峡
に

お

け

る

文

化

交

渉
の

影

響
+

お

よ

び

昭

和
五

十
三

年
度
科

学

研

究
費

補

助

金

(

海
外

学

術

調
査

-

調

査

総
括
)

｢

地

中

海
島
峡

に

お

け

る

都
市

･

農

村
生

活
の

構

造

の

分

析
と

島
喚
及

び

外

部

社

会
の

交

渉
の

機

構
の

研

究
+

に

よ

る

研

究

成

果
の

一

部
で

あ

る
｡

き

､

】

∵




